
平成30年度 実態調査 第１学年の結果と考察             調査人数 51,224人 

 

□1  １位数＋１位数＝１位数または２位数や、１位数または２位数－１位数＝１位数の計算ができるかをみる     

問題である。加法・減法ともに正答率 94％を超え、高い正答率である。おはじきやブロック等の半具体物を用

いて「計算の意味を理解し、計算の仕方を考え、習熟する」という一連の活動を重視していきたい。また、10

の補数を直観的にとらえるよう、10 の合成・分解については繰り返し指導したい。この数感覚を身に付けるこ

とは、加法・減法・乗法・除法すべての計算に共通して重要である。 

 
□2  求差の減法の立式が正しくできるかをみる問題である。正答率は前回から２ポイント下がり 75％となった。

誤答の中で最も多いのは、この問題を加法の場面だと考え「６+９」や「９+６」と立式した児童で 15％いた。

問題文の「なん人おおいでしょうか」という表現から加法だと考えた児童がいると考えられ、減法の場面であ

ることを理解していないことが分かる。正しく立式できるようにするために、指導の際には問題場面を図(図

１)のように表したり、おはじき等を使って実際に児童に操作させながら考えさせたりすることが重要である。

数値と図を対応させながら、1 対 1 対応した部分と、対応しなかった部分の意味を問い、操作を通して十分に

理解させたい。 

（図１） 
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□3  数の規則性に着目して、正しく数系列を構成することができるかをみる問題である。３つの□のうち、右の

２つは正答で、左端だけあてはまる数をかけなかった誤答は５％と変わらなかった。数系列の指導では、左か

ら右に数の変わり方をみていくと「10 ずつ増えている」や「一の位の数は変わっていないが、十の位の数が１

ずつ増えている」などのきまりに気付くことができるようにしたい。また、左から右に見るだけでなく、右か

ら左に数を見る見方も養いたい。例えば、「２とびの数」「５とびの数」等の指導の際には、数と数の間がいく

つ違うか書き込むことで累減する（数が減る）方向への数の見方を指導することも大切である。 

 

 

 

□4  カードの並び方の規則性に着目して、正しい式を考えることができるかをみる問題である。計算カードを使

った活動では、計算の習熟を図るだけでなく、規則性に着目するなど数学的活動を通した指導の工夫を充実し

ていきたい。具体的には次のような指導を取り入れたい。 

・被減数または減数が同じ数のカードを並べ、答えの変わり方のきまりを見付ける活動 

（具体例）12－５＝７   

     12－６＝６ 

12－７＝５ 

・同じ答えになるカードを探し、被減数と減数の変わり方にきまりがあることを見付ける活動 

（具体例）12－５＝７ 

     13－６＝７ 

     14－７＝７ 

上記２つの活動を踏まえて、カードを順序よく並べて整理し、空いた部分のカードを規則性から考える活動 

これらの活動を通して、一方が増えると一方は減るといった関数的な見方・考え方の素地も養っていきたい。 
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□5  答えが９になる減法をつくることができるかをみる問題である。正答率は、88％と前回から変わっていない。

□1 の(4)の２位数－１位数＝１位数の正答率は 94％であるが、□－□＝９のような問われ方をすると正答率が

下がることが分かる。□に当てはまる数はたくさんあるという数感覚を養うために、本問題と似たようなオー

プンエンドの問題に触れさせたい。また、被減数・減数・差の関係を順序よく捉えさせるために、カードを用

いることも有効である。 

 

 

 

□6  式を読み、具体的な問題場面と結び付けて考えることができるかをみる問題である。正答率は、80％で例年

と変わっていない。①を選んだ児童は、絵だけを頼りに加法と捉え誤答したと考えられる。また、③を選んだ

児童は、問題文の数値のみを頼りに立式していることが考えられる。「あわせて」「ぜんぶで」「ちがいは」「の

こりは」などのキーワードで立式する方法は一定の効果はある。しかし、具体物の操作を通して、場面の理解

を深めて、立式に結び付ける指導もあわせて行うことが大切である。 

（正答）10-1  11-2  12-3  ・・・・・・ 19-10 などから 2種 

② 



 

 

【年度の横の記号は、☆：上の学年から下りてきた問題 ※：この年より問題の一部を変更して実施している問題】 

□7  ものの個数を比べるときに、大きさや種類をそろえて表すことができるかをみる問題である。本問題に関連

する事項として新学習指導要領では下記(図 2）のように明示された。そのことを踏まえて、問題を改定し、大

きさにとらわれず個数に着目して、下端をそろえて高さで個数を比べる図が選択できるかをみた。結果は約半

数の正答にとどまった。大きさや位置に気を付けて絵や図に表現することで、１対１の対応をした上で、均等

に並べたり、大きさをそろえたりする比べ方を考え、「高い＝多い」ことが一目で分かるよさに気付かせたい。

この指導はこれからのデータの活用領域での素地になる。また、指導要領には咲いたあさがおをグラフに表す

活動（算数科指導要領解説編 101 ページ）も例示されている。教師が色や個数などの観点に着目させる発問を

し、観点を決めてグラフに表すことで伝えたいことの分かりやすさが変わったり、比較の仕方が様々あったり

することも伝えていきたい。 

（図２）                        前回実施問題 

 

 
どちらも適切に比べられていることをおさえる。 

② 

解答類型を見直し、今回実施問題では 2択にな

っている。 



平成 30 年度 実態調査 第２学年の結果と考察            調査人数 50,122 人 

 

 

     

 

 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ                   C1  C2  C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2 
 

正答 134 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 44 46 
左記以外の 

誤答・無答 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ             C 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

１ ２位数の加法・減法の計算ができるかをみる問題である。加法も減法も前回と正答率は横ばいで

ある。十進位取り記数法の仕組みが理解できていることが分かる。この十進位取り記数法の理解は、

ブロック操作や図を用いて、位が上がることを視覚的に捉えさせることが大切である。また、式や

言葉とも関連付けて計算の仕方を説明したり、読み取ったりする活動により、計算の意味理解が深

まり、筆算を用いて数を形式的に処理できるようになると考えられる。 

しかしながら、１が 10 個集まったら繰り上がり、10 が 10 個集まると繰り上がる十進位取り記

数法は理解しているものの、繰り上がり、繰り下がりのある筆算では、途中経過を筆算上にきちん

と表記せずに、位がずれたり、繰り上がりを加えていなかったりという誤答が見られた。途中の経

過を筆算上に表記すること、たしかめ算を用いて答えが正しいものになっているかを確認すること

を習慣付けることで、形式的な処理だけでなく、児童の数感覚を豊かにしたり、筋道立てて考える

力を高めたりしていきたい。 

 

２ 乗法九九ができるかをみる問題である。例年同様、３問とも正答率は 90％を超えている。乗法九

九が定着していることが分かる。暗唱を繰り返し指導している成果と言える。今後は、九九適用外

の数になった場合でも、自ら答えを作り出す力を育てていきたい。そのために、九九表を構成した

り観察したりして、乗法の性質やきまりを見付けるなどの活動に取り組ませたい。また、九九にお

ける計算の性質、アレイ図等を用いて、乗法の仕組みについて確実に理解させることが大切である。
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ひとり

に ４こずつ ふくろに 入

い

れて 

くばります。くばる みかんは ぜんぶで 何
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(2)  くばる みかんの 数

かず

を もとめる しきを かきましょう。 

 

 

 

【年度の横の記号は、☆：上の学年から下りてきた問題 ※：この年より問題の一部を変更して実施している問題】 
問題 評価基準及び割合（％）Ａ    B1    B2  B3  Ｃ     

４ 

Ａ B1 B2 B3 Ｃ  

完

答 

(1)(2)(3) 

のみ正答 

(1)(2) 

 のみ正答 

(1) 

 のみ正答 

左記以外の 

誤答・無答 

 

３ 乗法の場面と図を関連付けたり、立式したりできるかをみる問題である。

今回から問題場面と立式の関係を詳しく見るために、B と C の児童の中で、

問題場面に出てくる数字のまま３×４と立式した児童の人数を調べた。すると、

29％の児童が問題文から安易に立式していることが分かった。また、(1)の図

を選ぶ問題の図を、２つ（○あ○う）から３つ（○あ○い○う）に増やしたところ、図を

正しく選べた児童は、前回調査時より７ポイント下がっていた。そこで、問題

場面をアレイ図や式に表したときに、図のどの数が式に表されているかを考え

させたり、式の数字が問題場面にどのように表されているかを確かめたりする

など、問題場面と図と式を行き来させる活動を意図的に行うことが重要である。

立式の根拠を明らかにし、（１つ分の数）×（いくつ分）を意識することも重

要であると考える。 

 

４ (1)(2)は、千や百を単位として相対的に数の大きさを捉えることができているかをみる問題である。

正答率は(1)87％、(2)78％で、前回と同程度である。この問題ができない児童については、1000、100、

10 のカードで数の大きさを表したり、模擬貨幣を用いて両替する活動を取り入れたりして、数を相対

的にみたり、考えたりする力を十分に養っていくことが必要である。 

  (3)は、数を合成・分解したり、相対的に数の大きさを捉えたりすることができているかをみる問題

である。正答率は 74％で、前回と同程度である。この問題は、2000 は 1000 が２つと数を分解した

後に、1000 は 100 のいくつ分かと２段階の思考を要する。２段階に分けて考えることが児童にとっ

ての難しさだと考えられるが、一つ一つの分解の仕方は基本的な問題であることから、日常の学習か

ら筋道を立てて考えることを大切にしていきたい。 

  (4)も(3)と同様で、数を合成・分解したり、相対的に数の大きさを捉えたりすることができるかを

みる問題である。(4)のような 1000 を超える大きな数の相対的な見方はあまり教科書では扱わないが、

10、100、1000 などの様々な数を基にして発展的に考えられる力を身に付けさせたい。完答できた児

童は 56％であり、(3)まで正答できた児童のうち 18％の児童が正答できなかった。それは、(3)よりも

合成・分解の構成数が１つ増えているためだと考えられる。合成・分解の構成数が増えても正確に答

えを求められるようになるために、数カードや模擬貨幣などを用いながら、「2000 は、1000 が 1 個

と 100 が７個と 10 が 30 個を合わせた数」と言葉で表現するなど、数を様々な単位でまとめたりくず

したりする活動を取り入れて、数についての感覚を豊かにしていくことが重要である。 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ    B1    B2･3  Ｃ1･2     

３ 
(１) 

(２) 

Ａ B1 B2 B3 C1 Ｃ2  

完答 
(2) 

のみ正答 

(1)のみ

正答 

(2)3×4 

(1)のみ

正答 

(2)3×4

以外 

(1)誤答 

(2)3×4 

左記以外の 

誤答・無答 
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問題 評価基準及び割合（％）Ａ                      Ｂ  C 

５ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 １問正答 
左記以外の 

誤答・無答 

 

 

 

 

 

５ 乗法を用い、工夫して数量を求めることができるかをみる問題である。正答率は 71%であり、前回

調査からは２ポイント減少している。一通りの式が立てられた児童は 10%おり、完答と合わせると、

81%の児童は何らかの形で乗法の考えを用いて問題を解決できたと言える。一方で、誤答・無答の児

童が 19%いる。この問題場面では、おはじきを何個のまとまりとみるかによって一つ分の大きさが変

わり、乗法の式も変わってくる。誤答・無答の原因の一つに、自分で一つ分の大きさを決め、乗法の

式に表すことに難しさを感じていることが考えられる。 

  そこで指導に当たっては、ものの個数を数える際に、「数のまとまり」に関心をもたせるような数

学的活動を取り入れていくことを大切にしたい。例えば、映像を見てそこに表されたものの数をブロ

ックで並べる活動を行う。「同じ数ずつある」ことに気付くことができれば、それがいくつあるのか

まとまりごとに数える必要性が生まれ、ある数を同じ数のまとまりとして見取る感覚が豊かになって

いくものと考えられる。また、全体の個数を乗法で表す際には、式だけでなく半具体物・アレイ図・

言葉による多様な表現をさせることも重要である。 

 

 

 

 

 

 

※平成 26 年度の調査では大問５の集計用紙に間違いがあったため、集計数値において誤差が

考えられる。 
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６ 加法と減法を理解し、図や式を用いて解決できるかどうかをみる問題である。正答率は前回より６

ポイント減り、誤答・無答が増えた。今回は、26－16 が正解ではあるが、16－26 や、26＋16 の誤

答がそれぞれどの程度あったのかについては、集計できていない。しかし、(1)のみ正答の児童が 10％

もいることから、問題場面をテープ図に表すことはできても、立式できていないことが分かった。 

  今回の問題は、第２学年のテープ図、第３学年以降の線分図、数直線への学習とつながっていくも

のである。よって、以下のような手順で指導を積み重ねていく必要がある。 

 

① 問題場面の数を、それぞれ○で表す。   

② 〇の数が多く、数で表すのは大変なので、○の部分を線で囲み、テープ図を作る。  

③ 扱う数が多いから、テープ図に数を書き込み、線分図の下地を作る。 

④ 別の問題においても、テープ図をかいてから、かいた理由を説明したり、発表したりする時間を

とる。（部分と全体の関係について、しっかりとおさえる。） 

⑤ テープ図から問題文を作る活動を行い、理解を深める。 

 

以上のような指導を積み重ねていくことで、立式するときには、部分と全体の関係を理解し、図を

活用して問題を解いていこうとする児童を育てていきたい。 

 

指導展開例 

①       ②       ③  

〇〇〇〇〇 → 〇〇〇〇〇 → 

 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ    B1    B2  Ｃ     

６ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)のみ 

正答 

(２)のみ 

正答 

左記以外

の 

誤答・無答 

１６ 

２６ 

２６－１６  ２６－１６＝１０ 
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平成 30 年度 実態調査 第３学年の結果と考察           調査人数 56,425 人 

 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ     C1     C2 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 792 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 ４あまり１ 
左記以外の 
誤答・無答 

(３) 

Ａ C1 C2  

正答 5.4 
左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ C1 C2  

正答 
 左記以外の 

誤答・無答 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ     C 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

１ (1)は、２位数×２位数の計算ができるか、(2)は、九九一回適用のあまりのある除法の計算ができ

るか、(3)は、位をそろえて小数－整数の計算ができるか、(4)は、同分母分数の加法の計算ができる

かをみる問題である。正答率は(1)が 75％、(2)が 72％、(3)が 73％ 、(4)が 93％で、前回よりどの問

題も正答率が下がっている。それぞれが第３学年で学習する基本的な計算技能なので、技能を習熟さ

せることも重要だが、計算の仕方を考える活動を通して、小数や分数などの仕組みの理解の上に立っ

て、それらの計算ができるように指導することが必要である。(3)で、5.4 と解答した児童の割合が

17％であったことからも上記の指導の重要性が挙げられる。小数点をそろえて位ごとに計算するなど、

小数の仕組みの理解が不十分であることが考えられる。小数を整数と同じ数直線上に表して大小につ

いての関係を調べたり、0.1 の何個分と考えれば整数と同じ見方ができるなど、整数との関連から説

明したりする活動を大切にしたい。 
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２ ２位数×２位数の筆算の仕組みが分かるかをみる問題である。正答率は、(1)が 85％、(2)が 76％で、

過去３回の結果と比べても大きな変化はなく、いずれも（2）27×40 の正答率の方が低い。誤答の原

因は、部分積の意味理解が不十分であり、形式的に筆算の仕方を覚えていることが考えられる。筆算

の仕方を学習する前に、２位数×２位数の計算の仕方を図や式に表しながら十分に理解すること、ま

た、筆算の仕組みについて、図や式と関連させながら理解を深めることが大切である。27×49 の場

合、答えは 27×40 と 27×９の２つの部分積の和で求められるこ

と、27×40 の答えは 27×4 の計算をもとに求められることなど

の既習事項が、筆算の仕組みと結び付いていることに気付かせた

い。図を使って２つの部分積（あるいは 20×9、7×9、20×40、

7×40 の４つの部分積）について視覚的に捉えることも有効であ

る。 

乗法の筆算の初期指導では、部分積が表す数の意味を問い、式や図を用いて児童が説明する場面を

取り入れることで、意味理解の確実な定着を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ     C1    C2    C3 

３ 

(１) 

Ａ C1 C2 Ｃ3  

正答 1000 10 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 ０ 
左記以外の 

誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2  C 

４ 

(１) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○いのみ ○うのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○あのみ ○えのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

71

72

65

12

11

17

9

9

10

8

8

8

平成3 0年度

平成2 8年度

平成2 6年度

75

76

71

9

7

12

16

17

17

平成3 0年度

平成2 8年度

平成2 6年度

84

86

83

16

14

17

平成3 0年度

平成2 8年度

平成2 6年度

56

57

43

10

10

11

6

6

6

28

27

40

平成 3 0年度

※平成 2 8年度

平成 2 6年度

58

59

37

10

10

22

6

6

6

26

25

35

平成 3 0年度

※平成 2 8年度

平成 2 6年度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



３ (1)は、整数をある数のいくつ分とみることができるかをみる問題である。正答率は 71％であり、

1000 または 10 とした誤答は、21％であった。数を相対的にみる力は、児童の実態に応じて、模擬貨

幣を用い「一万円は千円札が 10 枚」という体験だけでなく、「百円玉で両替すると 100 個になる」

「十円玉で両替するとどうなるか」などと考える活動を取り入れることで、「整数をある数のいくつ

分とみる見方」を身に付けていけると考える。 

(2)は、結合法則を活用し、２位数×何十の計算方法を式で表現できるかをみる問題である。正答率

は 75％であり、０とした誤答は９％であった。４×10＝40 という見方だけでなく、40 は４の 10 倍

という見方や 40＝４×10 と式で表す力を育てておきたい。 

(3)は、整数を小数のいくつ分とみることができるかをみる問題である。正答率は、84％であった。

(1)と同様に、数の相対的な見方を育てるためには、十進位取り記数法のきまりを十分に理解させた

上で、それが小数にも適用できることを捉えさせることが大切である。そのために、数直線に表され

た小数を読む活動を丁寧に行い、数の関係を視覚的にも捉えられるようにさせたい。その中で、３は

3.0 とみることができ、0.1 が 30 個あるという数の感覚も豊かにしていきたい。 

 

 

 

４  乗法・除法が用いられる場面を判断できるかをみる問題である。平成 28 年度から倍の問題をな

くす改訂を行った。今回の正答率は、乗法は 56％、除法は 58％であり、乗法、除法ともに１ポイ

ント下がった結果となった。 

どちらの問題でも、誤答、無答は乗法が 28％、除法は 26％と課題が見られる。乗法の式は「(１

つ分の数)×(いくつ分)=(全体の数)」。除法の式は、等分除「(全体の数)÷(いくつ分)=(１つ分の数)」、

包含除「（全体の数)÷(１つ分の数)=(いくつ分)」の場面がある。この理解を深めるために、おはじ

きなどの半具体物の操作や、図を用いて考える活動を繰り返し取り入れる必要がある。また、等分

除・包含除については「わくわく算」「どきどき算」などのように、日常の場面に結び付けて考える

活動を大切にし、わり算の意味について統合的に理解させたい。 

 

 

   等分除（わくわく算）：みかんが 15 個あります。３人で同じ数ずつ分けると、１人分はいくつ？ 

   包含除（どきどき算）：みかんが 15 個あります。３個ずつ分けていくと、何人に分けられる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくつもらえるかな？わくわく！ 

何人もらえる？自分はもらえる？どきどき！ 



問題 評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2  C 

５ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

正答 ○あ  ○え  
左記以外の 

誤答・無答 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     C1     C2 

           C3     C4     C5 

６ 

Ａ C1 C2 C3 C4 C5 
 

完答 
４×
３＝

12 

12×
４＝

48 

12-４
＝8 

答え

3m 
単位なし

含 

左記以外の

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上の学年から下りてきた問題 ※：この年より問題の一部を変更して実施している問題】 

５ 文意を読み取って正確に立式することができるかをみる問題である。前回は、正答率が 70％を超え

たが、今回は３ポイント下がった。代わりに、誤答・無答の児童が３ポイント上がり、13%だった。問

題場面を正しく捉え、文章から順序立てて考え、式に表す経験が十分でないこと、式の意味や数の関

係について読み取ることが十分にできていないことが指導上の課題であると考えられる。 

この結果を受け、未知の数量を□として立式することを児童が十分に理解できているか見直す必要

がある。３年生では、２年生までの学習を踏まえて、未知の数量を□などの記号を用いて表現するこ

とにより、問題場面を式に表し、□に当てはまる数を調べることができるようにすることがねらいと

されている。「クッキーの数が分からないから□まいとしよう」と考えることができるように、□を用

いて、問題場面を順序立てて立式していく経験を十分にさせていきたい。 

問題文がどんな場面を表すのか、日頃からブロックなどの具体物を操作させたり、図に表したりし

ながら理解を深めていくことが必要である。さらに、立てた式から問題場面を振り返り、式の意味を

考える活動も低学年から積み重ねていくことが大切である。 

 

６ 除法を用いて何倍かを求めることができるかをみるために、平成 28 年度から設定された問題であ

る。正答率は 72％であり、5ポイント下がっている。28年度では「倍」という言葉から、乗法で答え

を求めようとする児童が多いと予想したが、「12－４」と減法を使って解決しようとする児童が多い

ことが分かったため、誤答例にこれを新設した。また、その他の誤答の中でどのような解答があるの

か分析するために単位の間違いについても新たに設定している。その結果、「12－４」の解答は９％の

児童に見られ、児童に多く見られる誤答であることが分かった。これは今までの学習において、テー

プ図が差を表す場面で使われていることが多かったことが考えられる。このことから、以下のような

指導を大切にしていきたい。 

問題場面を正しくイメージするために、図から数量の関係を明

らかにしていく。何倍かを求めることは、基にする量のいくつ

分かを求めること（包含除）と同じであると気付かせたい。 

また、図を用いて、なぜその式になるのか、出てきた答えは

図のどの部分にかき表せるか、といった話し合いを通して、言

葉と図と式を関連付けて考える力を育てていく。立式の根拠

を、図を使って説明できる児童を育てていきたい。 

赤いテープの３つ分の長さだ！ 

赤いテープをもとにすると… 
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平成 30 年度 実態調査 第４学年の結果と考察                   調査人数 48,430 人 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 14 
左記以外の 
誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C3 
 

正答 
2 

20 

左記以外の 
誤答・無答 

(３) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 108 22 
左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ C1 C2  

正答  
左記以外の 

誤答・無答 

 

１ (1)の小数÷整数では、74％と前回の調査から３ポイント下がっている。また(1)の位をそろえての小数＋小

数も、73％と前回よりも１ポイント下がっている。計算の最後に小数点をどこにつけるべきなのかを考えさせ

ることや、位をそろえて計算することを繰り返し指導する必要がある。また、計算前に答えの見当を付けるこ

とを習慣付けておくと、「1.32 と 6.8 をたせば８より少し大きくなるはずだから、２も 20 もおかしい。」と気

付くきっかけになる。(3)は( )のついた四則計算ができることをねらいとしている。( )及び加減乗除が混合

している計算である。108 と誤答する児童が 20％と以前から高い数値である。誤答の要因は、( )内を計算し

た後に左から順序通り計算してしまうことだと考えられる。( )→乗除→加減という計算の順序を意識付けて

いきたい。そのためには、他の単元（例えば、複合図形の面積を求める学習など）でも、二つの式を一つの式

に表したり、途中式を書いたりすることを教師が意識的に行い、定着を図ることを大切にしたい。(4)は繰り下

がりのある帯分数－真分数の計算である。84％の児童が正答であったが、前回より２ポイント下がっている。

整数部分を１繰り下げる方法と全てを仮分数にする方法の両者を取り扱い、自分にとって計算しやすい方法を

見付けたり、問題に合わせてどちらがやりやすいか選んだりする経験をさせておきたい。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      

           C1     C2     C3 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 43 
左記以外の 

誤答・無答 

(３) 

Ａ C1 C2 
 

正答 
1000 

（１千） 

左記以外の 

誤答・無答 

３ 

Ａ C1 C2 
 

正答 
１ 

0.1 

左記以外の 

誤答・無答 

 

２ 整数や小数を、ある数のいくつ分とみることができるかをみる問題である。(1)(2)の小数の問題では、正答

率が 96％、81％であるのに対し、(3)の大きな数の整数の問題では正答率が 52％となっている。全体の約半数

の児童しか正答できていないことが分かる。小数では、小数点の位置をそろえて比べることで、相対的な数の

大きさが見えやすく、また 0.1 や 0.01 を単位とみて考えやすい。一方で、整数は位をそろえたところで、そ

の数が基にする数の何個分なのかを把握しにくいことが誤答の原因と考えられる。１万(10000)が１万個集ま

ると１億になる、つまり１億は１万(10000)の１万倍という基本をおさえ、万・億・兆…と単位の名称が変わる

ときには１万倍になっているということに気付かせることが重要である。授業では位取り表をかかせて数値を

当てはめさせたり、100 は 10 の何倍かといったように小さい数で考えさせてみたりすることで、数同士の関係

が見えやすくなることを実感させたい。あわせて、数を 10 倍、100 倍、…していくと０の個数が１個、２個、

…と増えることに気付かせることも、数感覚を豊かにしていくために有効である。 

 

３ 整数÷整数で、小数の位までわり進める除法の筆算の仕組みを理解しているかをみる問題である。正答率は

前回から２ポイント下がっている。また誤答として「１」または「0.1」と答えた児童が 26％であった。この

ことから、除法の筆算の際に「あまりを表している部分は、何がいくつ分であるのか」を理解して計算してい

る児童が少ないのではないかと考えられる。除法の筆算を形式的に指導するだけでなく、筆算中に表された数

値の表す意味について考察したり、0.1 や 0.01 がいくつ分かという数の構成を考えさせたりしたい。また、筆

算により求められた、あまりの数値を問題場面と照らし合わせながら、得られた数値の意味についても考えさ

せていく。そのような活動を繰り返し行うことで、小数の理解や除法のわり進める筆算の意味、さらには除法

のあまりの意味などの理解を深めることにつながっていくと考える。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

4 

Ａ C1 Ｃ2  

完答 25÷150 
左記以外の 

誤答・無答 

5 

(１) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○いのみ ○うのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○あのみ ○えのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

４ ２量の関係を表す方法として、一方を１とみたときに、もう一方が何倍にあたるかを、除法を適用して求め

られるかをみる問題である。正答率・誤答（C1）・C1 以外の誤答・無答の割合は前回と比べてほとんど変わら

ず、横ばいであった。25÷150 と立式した児童は基にする量が分からなかったと考えられる。また、誤答の中

には除法を適用できない児童もおり、倍概念が理解できていないと考えられる。 

  学習においては、まず「ある数を１とみる」という言葉の意味を確実に理解させたい。その際には言葉での

説明のみに終始するのではなく、テープ図や数直線を活用することが大切である。ある数を１とみたときに、

もう一方の数が、そのいくつ分にあたるかを求めていることを視覚的に捉えさせたり、図などを用いて立式の

根拠を説明させる活動を設定したりすることで、倍概念の意味理解が深まると考える。 

 

５ 乗法が用いられる場面か、除法が用いられる場面かを判断する問題である。正答率は(1)が 77％、(2)が 79％

であった。誤答、無答の児童は問題から数量の関係を読み取れず、乗法と除法の判断ができていないと考えら

れる。 

この課題を解決するためには、未知の数量を□とし、被乗数と乗数、被除数と除数の関係を図や数直線を用

いて表し、適切に立式できるようにすることが必要である。そのためには低学年から問題場面をアレイ図やテ

ープ図などを用いて表す活動を多く設け、４年生で学習する数直線をかけるように指導していきたい。あわせ

て、立式の根拠を図や数直線を用いて説明する経験を積ませていく活動を多く設け、根拠をもって立式できる

ようにしていく。文章を読み取り、問題場面を正しくイメージする力を伸ばすには、以下の指導を積み重ねて

いく事が大切である。 

①問題場面をテープ図、数直線などに表す。 

②テープ図、数直線などを基に立式する。 

③なぜその式になったのかを説明する。 

なお、テープ図は数直線につながるので、中学年で的確に用いることができるように指導していく。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

79

80

69

4

4

5

3

4

3

12

12

23

平成3 0年度

平成2 8年度

平成2 6年度

77

78

72

6

6

8

5

5

6

12

11

14

平成3 0年度

平成2 8年度

平成2 6年度

84 3 13平成3 0年度

85 3 12平成2 8年度



 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

6 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

完答 
ア→６ウ→12 

イ→９エ→15 

アイウ正答 

エのみ誤答 

左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ1 C2  

正答 24 
左記以外の 

誤答・無答 

7 

(１) 

Ａ C1 C2 

 

完答 

ア→ 4.4  

イ→ 34 

ウ→ 5.6 

左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 
 

完答 
エ→ 74 オ→ 23 

カ→ 26 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上の学年から下りてきた問題 ※：この年より問題の一部を変更して実施している問題】 

６ 対応する数値を表に整理したり、伴って変わる２量の特徴を見いだしたりすることができるかをみる問題で

ある。正答率は(1)が 77％、(2)が 67％であった。△が１個ずつ増えると、マッチ棒が３本ずつ増えると考え

て表に６、９、12、15 と数値を入れた誤答や、△が８個の時には３×８＝24 とした誤答がそれぞれ 10％、11％

だった。一方が増えるともう一方も増える関係にある２量は、いつも比例関係にあると誤解している児童がい

ると考えられる。伴って変わる２量を学習する際には、表に表して考えることが有効である。表を縦に見たり、

横に見たりすることで、２量の関係が捉えられる。きまりを見付ける活動を充実させることで、２量の関係を

捉える力を高めたい。 

  伴って変わる２量の関係を正しく捉えるには、次のような指導が考えられる。 

・一つの量が変わると、それに伴って何が変わるかを捉える。 

・一方の量が変わると、もう一方の量はどのように変わるかを表に表し、２量の関係を見付ける。 

・２量の関係のきまりを明らかにする。 

それに加えて、見付けたきまりを使って問題を解決する活動に取り組むことで、伴って変わる２量の関係に

ついて、より深く理解させていく。 

７ 計算のきまりを活用し、工夫して計算することができるかをみる問題である。(1)は加法での交換法則の活

用、(2)は乗法での分配法則の活用である。(1)の正答率は 77％、(2)の正答率は 57％であった。計算のきまり

を機械的に覚えさせるだけでなく、計算の工夫と関連付け、計算のきまりを用いるよさを味わわせたい。その

ために、計算のきまりを使う場合と使わない場合を比較させ、計算の工夫をすることで簡単に答えを求められ

ることを実感させたい。また、式変形では、( )でくくる数の組み合わせを言わせたり、共通する数を〇で囲ま

せたりすると効果的である。99 を 100－１とみたり、25×４＝100、125×８＝1000 を活用したりするなど、暗

算で計算がしやすいような数の見方を育み、日々の授業の中でも、意識的に取り扱っていきたい。さらに、計

算のきまりは５年生の小数の乗法、６年生の分数の乗法へと拡張していく。アレイ図など、きまりを図で表し

て視覚化し、イメージを捉えさせることも有効である。 
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平成30年度 実態調査 第５学年の結果と考察             調査人数 47,776人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 22.8 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 0.5 
左記以外の 
誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3 

 正答 

答えの正誤は問わな

い 

3.5÷2.8 
2.8×3.5 

3.5×2.8 

左記以外

の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 
 

正答 

答えの正誤は問わない 

1.3÷0.8 
0.8÷1.3 

左記以外の 
誤答・無答 

３ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○あのみ ○えのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、※：この年度より問題の一部を変更して実施している問題】 

２ 下
した

の問
もん

題
だい

を読
よ

んで、次の問
と

いに答えましょう。 
 

(1)2.8Lで、かべを3.5㎡ぬることができるペンキがあります。１㎡のかべをぬるのにこのペン

キが何
なん

L必
ひつ

要
よう

ですか。 
 

 式）  2.8 ÷ 3.5       答え  0.8 L   
 

(2)１ｍの重
おも

さが1.3㎏の鉄
てつ

のぼうがあります。この鉄のぼう0.8ｍの重
おも

さは何
なん

㎏ですか。 
 

 式）  1.3 × 0.8       答え  1.04 kg   

 

３ 0.45÷1.5の答えと同
おな

じになる式を全
ぜん

部
ぶ

選
えら

んで記
き

号
ごう

を書きましょう。 

 

 ○あ  4.5÷15     ○い  45÷15     ○う  450÷15 
 

 ○え  45÷150     ○お  450÷150 ○あと○え  
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１ 小数×小数、整数÷小数、異分母分数の加法・減法の計算ができるかをみる問題である。(1)は３
ポイント、(2)は２ポイント、(3)は３ポイント、(4)は５ポイントと全体的に下がっている。小数の
乗法・除法の計算では、乗法・除法の性質や 0.1 を単位として考え小数を整数に直すことで、既習の
乗法・除法と同じ仕組みでできていることを理解させたい。また、0.6×3.8 を 0.6×４と見積もり、
計算後に答えが大きく違っていないかと確かめる習慣が身に付くよう指導することも大切である。異
分母分数の加法・減法では、分母をそろえることの意味や最小公倍数で通分できることを理解させる
必要がある。 

２ 小数の除法・乗法が用いられる場面について正しく立式できるかをみる問題である。改善傾向がな
かなか見られない問題だったため、平成28年度実施問題より、正答は今まで通り「式のみ正答」で可
としたが、答えを記述する欄を設け、「答えの妥当性を確かめる指導の有効性」を検証した。正答率
がほぼ変わらない問題だったため、前回の結果で(1)が４ポイント、(2)が５ポイント上がった際は「答
えを求めた際に、0.8ｍの重さとしては不適当と気付いた児童がいたため」と考察した。しかし、今
年度の正答率は逆に(1)が３ポイント、(2)が５ポイント下がり、平成26年度以前の結果とほぼ同様に
なった。つまり、「答えの妥当性を確かめる指導の有効性」については、今年度の結果からは判断で
きない。いずれにせよ、２問とも低いポイントであることは変わらず、数量の関係についての理解が
不十分であることが正しく立式できない原因と考えられる。数量の関係を正しく捉えるために、問題
場面を数直線等に表し、求めたい数量を導き出せるようにしたい。数直線や表の表し方が定着してい
ない場合には、単元の初めなどに指導する必要がある。また、簡単な数値に置き換えて考えさせるこ
とも有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 被除数と除数に同じ数をかけても（同じ数でわっても)商は変わらないという除法の性質を活用し、
問題を解決できるかをみる問題である。正答率は68％で、前回から１ポイント下がる結果となった。 
除法の性質を確実に理解させるための手だてとして、その性質が活用できるよさを実感させる必要

がある。そのため、第４学年の整数の除法において、200÷25の被除数と除数を５でわると40÷５に
なることや、200÷25の被除数と除数に４をかけると800÷100となり、さらに被除数と除数を100でわ
ると８÷１になることなどを取り上げる。第５学年の小数の除法において、0.45÷1.5の被除数と除
数に10をかけると4.5÷15というように既習の小数÷整数の計算に帰着でき、0.45÷1.5の被除数と除
数に100をかけると45÷150というように既習の整数÷整数でわり進む計算に帰着できると考えられ
るようにする。0.45÷1.5の被除数と除数に２をかけると0.9÷３というように除数が整数かつ１桁に
なり商を簡単に求めることもできる。このように除法の性質を活用して、既習の計算に帰着できるこ
とや商を簡単に求められること、除数を１にするよさを多く経験させたい。 
除法の性質を理解させることで、第６学年の分数の除法においても、児童が除法の性質を有効に活

用して分数の除法の計算方法を自らつくり出すこともできる。 

 例）                

               

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

□×3．5＝2．8  □＝2．8÷3．5 

（１）の数直線 

１ 

 （Ｌ） 

（㎡） 3．5 

□ 2．8 ０ 

×3．5 

×3．5 

０ 

1．3×0．8＝□ □＝1．3×0．8 

（２）の数直線 

0．8 

 （㎏） 

（ｍ） １ 

□ 1．3 ０ 

×0．8 

×0．8 

０ 

 0.45  ÷  1.5 

↓×10    ↓×10 

4.5   ÷   15 

 

第６学年の分数の除法の場合 

    ÷     

↓×4         ↓×4 

×4  ÷     3 
第６学年の分数の除法の場合 

    ÷     

↓×20        ↓×20 

2×4   ÷     3×5 

 0.45  ÷  1.5 

↓×100    ↓×100 

45    ÷   150 

商を簡単に求めるため、

除数を１にする。 

第６学年の分数の除法の場合 

       ÷    

↓×            ↓×  

×    ÷    1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B     C1 

           C2     C3     C4 

４ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 
(74＋1.2)×

26 

左記以外の 

誤答・無答 

５ 

(１) 

Ａ C1 Ｃ2  

正答 ４,８,12,… 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 ○あのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ C1 C2 C3 C4 
 

正答 
200÷

120 
120÷80 80÷120 

左記以外

の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、※：この年度より問題の一部を変更して実施している問題】 
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４ 効率的に答えを求めるために、計算のきまりが活用できるかどうかをみる問題である。(1)の正答

率は３ポイント、(2)の正答率は１ポイント下がった。加法の分配法則を用いて 10 や 100 のまとまり

を作る計算は、概ね定着している。計算のきまりを活用する指導においては、「10 や 100 を作ると、

筆算を使わずに計算が速くできる。」ということを実感させたい。また、きまりを活用した計算の工

夫については、下学年の整数の場面でも指導している。そこで、系統的に 10 や 100 などの数を活用

するよさを一層意識付けさせたい。なお、その際に、数や式だけで指導するのではなく、買い物の代

金を求めることやＬ字の花壇の面積を求めることなどの具体的な場面を考えさせ、式や図を関連付け

るようにすることが大切である。 

５ 表を活用して、伴って変わる２量の関係を把握することができるかをみる問題である。(1)につい

ては４ポイント上がり、(2)については変化がなかった。 

しかし、 (2)の正答率は依然として低いままであり、 

○あのみを選んだ誤答と合わせても67％である。両問から、 

変わり方を表にまとめることができても、きまりを読み 

取ることができなかった児童がいることが分かる。 

表を横に見たり、縦に見たりすることで、数の変化や２量の対応のきまりを児童自ら見いだすこと

ができるように丁寧に指導していきたい。 

６ 数量の関係を把握し、割合を求める式を立てることができるかをみる問題である。正答率は40％で

前回から２ポイント下がった。誤答をみると、割合にあたる大きさをその他の大きさでわった児童

（120÷80）が15％、その他の大きさを割合にあたる大きさでわった児童（80÷120）が７％であっ

た。問題文にある２つの数量（80と120）から、直観的に除法の式を立てたものと思われる。多くの

児童が基にする量や比べられる量を問題文から読み取らずに、数値のみを公式に当てはめていること

が分かる。 

問題場面からどの数量が基にする量なのか的確に読み取れるよう、丁寧に指導を行う必要がある。

問題文の中で、「もとにすると」という文言がない場合でも、基にする量を意識させる。そして、基

にする量に対応する言葉や文章（例えば、「○○の何倍」という言葉がある場合、○○の部分が基に

する量になるなど）を確実に押さえ、理解させる。また、数量の関係を的確につかませるために数直

線や表を活用させたい。そして、その数直線等を基にして立式ができるように指導することが大切で

ある。 

 問題：２Lは４Lの何倍ですか。 

指導例）① 

 

 

 

 

    ② 数直線の活用 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「４Lの何倍ですか」を言い換えると、「４Lをもとにす

るとその何倍ですか」となります。だから、４Lがもと

にする量になります。 

数直線に表すと、「１の上が『もとにする量』」 

        「『もとにする量』の横が『比べられる量』」 

        「『比べられる量』の下が『割合』」 

         になります。 

０ ４ ２ 

□ １ 

（Ｌ） 

（倍） 

もとにする量 比べられる量 

割合 

０ 

 

ひし形の数（個） １ ２ ３ ４ ５ 

 マッチ棒の数（本） ４ ７ 10 13 16 

横 

縦 

（縦）きまりはないかな？ 

（横）一方が１ずつ増えると、もう一方は 

３ずつ増えているね。 

（横）一方が２倍、３倍･･･になるともう一方も同じよう

に変わっているかな？ 

(横) 一方が 2 倍、3 倍、…になると、もう一方
も 2 倍、3 倍、…に変わっているかな？ 

https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e5%85%88%e7%94%9f+%e7%84%a1%e6%96%99&id=5A2A466FC1924223044CC89F62D6AADCD7B0ABE5&FORM=IQFRBA
https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e5%85%88%e7%94%9f+%e7%84%a1%e6%96%99&id=5A2A466FC1924223044CC89F62D6AADCD7B0ABE5&FORM=IQFRBA


平成３０年度 実態調査 第６学年の結果と考察                  調査人数 48,763 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 異分母分数の乗法・除法の計算ができるかをみる問題である。乗法の正答率は 91％と概ね理解されている

と捉えられる。除法の正答率は 82％と前回とほぼ変わらない。除法の仕方で、逆数にして計算せず、そのま

ま乗法で計算していると思われる答えは３ポイント減り、６％だった。計算の指導にあたっては、手順を習熟

させるだけではなく、数直線や面積図等の図を活用し、計算の構造を児童がしっかりと捉えられるようにして

いきたい。面積図を活用することによって数学的に考える資質・能力も育てていきたい。 

 

４ ÷
３

４
 または４ ÷

３

４
＝

１６

３
（５

１

３
） 

４ ×
３

４
 または４×

３

４
＝３ ○う  

○あ  

÷ 

完答 

完答 

C1 C2 



 

２ 前回の立式に加え今回は、問題に合った数直線を選択する問題を追加した。分数の乗法・除法に関して問題

に合った数直線を選択し、数直線から立式することができるかをみる問題である。 

除法についての完答は 49％（28 年度と比べ３ポイント増）と約半数の児童が完答できていないことが分か

る。長い間正答率が 50％以下と低く、正答率の低い年が続いている傾向にある。数直線を正しく選択できて

いるが正しい式を立式できない児童が 24％、数直線を正しく選べていないが立式できている児童が２％いる。 

乗法についての完答は 61％（28 年度と比べ６ポイント減）と全体的に 60％台であることに変わりはなく、

過去６年間の正答率に大きな変化はない。 

乗法も除法も、問題に合った数直線を活用し、立式をしていない児童が多くいることが分かる。除法の場合、

正しい数直線を選択できている児童が 73％いるにも関わらず、24％の児童は、数直線を活用し立式すること

ができていないことが分かる。「数直線を活用し立式する」ことに重点を置き指導していくことが必要である。

その際に、２つの数量が比例関係であることを確かめ、立式することも指導しておきたい。 

分数倍や分数で割ることの意味は児童にとって理解しづらいものである。数直線から立式できたら、問題は、

「単位量×割合＝全体量」のうちの何にあたる数を求めているのかを数直線を基に、式の意味を考えさせる指

導も重要である。数直線をかくことにより、答えの数量の大きさが見積もれることも児童に実感させたい。特

に、分数の除法の計算の仕方では、除数を逆数にしてかけ算をするのかという計算の構造を、数直線や面積図

を活用しながら、計算の過程を十分に理解できるよう、既習事項である小数のわり算や分数のわり算（除数、

整数）を想起させながら指導していく必要がある。また、整数や小数の場合と同じ関係や計算法則が成り立つ

ことを理解させることも必要となる。 

 

３ 乗数や除数の大きさから積や商を見積もることができるかをみる問題である。正答率は(1)63％、(2)58％で

あった。４割程度の児童が正しく見積もることができない実態がある。(2)を○あと答えた 23％の児童 

は、「１より大きい数をかければもとの数より大きくなる」ことを理解し、       と      を

比べた時に○あの方が大きくなると選べるが、「１より小さい数でわるともとの数より大きくなる」ことの理解

が不十分である。整数のわり算では、商は必ず被除数よりも小さい値であるが、小数や分数では被乗数より大

きくなることがあると理解していかなければならない。そのために、乗法にそろえて考えることや、数量の関

係を数直線上に表し、乗数や除数が１より大きい場合や小さい場合について、視覚的に理解できるように指導

を工夫していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 順列や組み合わせについて、落ちや重なりがないように調べることができるかをみる問題である。順列の

正答が 58％、組み合わせが 72％であった。 

組み合わせの問題は 28 年度と同じで、７割の児童が理解していると考えられる。順列の問題は、「０を入れ

て３桁」という応用問題になっているので、正答率が低い。解決の手立てとして樹形図の指導が大切である。

順列、組み合わせの考えを定着させる指導に使ったり、確かめをしたりするときに、自分の思考を整理するた

めに、児童自身が使っていくことが大切である。 

また、順列の問題では、０が鍵となる。指導していく時には、０を百の位に入れた数は、３桁の整数ではな

い事を抑える。全ての樹形図をかいて、３桁の整数を確認していき「０４２は３桁かな」→「４２だから２桁

だ」と消していくことも大切である。そして、６×３をすれば、答えが出ることに気付かせる。 

「６通り」という誤答が予想される。恐らく、誤答･無答の 30％に入っていると考えられるので、次年度い

れていく。 

５ この問題は、様々な数値の比から等しい比を見付けることができるかをみる問題である。完答が 70％と前

回の結果と変わらない。一方で、比の性質を理解できていない、また、無答や誤答が 22％１ポイント減）に

なっている。等しい比の値を求められていない児童も多いと予想される。比が等しいかは、比の値を求めて同

じ割合かどうかを調べる方法がある。対象になっているものを分数に表して約分させることが間違いを少なく

する。また、Ａ：ＢのＡとＢに同じ数をかけたり、同じ数でわったりしても等しい比ができるなどの比の性質

を理解させたい。日常生活の事象（飲み物の濃度、地図の尺度など）を使いながら既習を深めていく必要があ

る。 
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【※：この年より問題の一部を変更して実施している問題】 

６ ２つの数量の比例関係を捉えることができるかをみる問題である。正答率は 37%と前回より 10 ポイント以

上低くなっている。前回からの変更点として「Ｂ君の年齢とお母さんの年齢」という差が一定の問題をつけた

した。○お「面積が 18 ㎠の長方形の高さと面積」の反比例を選んだ児童は 29％、○あ「Ａ君の身長と体重」○か「Ｂ

君の年齢とお母さんの年齢」を選んだ児童が 26％とかなり高いポイントである。比例と反比例の表をかき比

べ、違いを話し合ったり、一見して比例に見えそうな問題も表で表したりして、「一方が増えるともう一方も

増える＝比例」という認識ではなく、「一方が２倍、３倍、…になると、それに伴って、他方も２倍、３倍、

…になる２つの数量の関係＝比例関係」と気付かせることが大切である。 

７ 文字を使って数量の大きさを表すことができるかをみる問題である。全体から残りを求める式を作る（1）

の正答率が１ポイント、全体を求める式を作る（2）の正答率は３ポイント減少した。どちらも記号で選択す

る解答形式（平成 26 年度）と比べると減少傾向にある。 

このことから、文字を使って立式することを苦手とする児童が多いことが分かる。児童の中には、□がｘの

ような文字に変わっただけで困難なイメージをもってしまう児童もいる。文字式から文章問題を作らせたり、

文字式を活用する場面を多く取り入れたりする指導を丁寧にすることで、文字式を読むことに慣れさせたい。 

○い  ○え  

５００－８０×Ｘ，５００－（８０×Ｘ） 

８０＋２０×Ｘ，２０×Ｘ＋８０ 


